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ラ ッ ト前立腺 に おけ る ア ン ドロ ゲ ン 代謝 の 加齢変花

　　　　 能村哲郎 ・
成 田 和彦

（東京都 立 老 入 総 合 研 究 所 生 物〉

　 ラ ッ ト前立腺 は，血 液中の Testosterone の 影響

を うけて ， 細胞 の 成長，増殖 お よ び 分泌活動 と い っ

た 形態的変化 や，種 々 の 生 化学的変化を ひ き お こ

す 。 また ， 血液中よ り前立腺細胞 に と り こ ま れ た

Testosteroneは ，核膜 や 小 胞 体 に 存在 す る 5 α
一reduc ・

tase の 作用を うけ て ，5 α
一
選元 型 の 代謝物 に 変化し，

そ れ ぞ れ，成長，増殖 または分泌 の ，い ずれ か の 面

で ア ン ド ロ ゲ ン 作用を示して い る 。

　 前立腺に よ る Testosteroneの 代謝様式の 変化 を ，

胎児期か ら老齢期 ま で 年齢 を 追 っ て 比較す る た め ，

前立腺粗織 （胎児で は生殖輸管系）を，in　 vitro で ，

成熟 ラ ッ トの 血 中濃度 （kYIO
’SMI

｝ の
3H −Testoste−

rone を含ん だ培養液中で ，95％ 02−5％CO2 気相 中

で ，
37℃ ，60 分間 イ ン キ ユ ペ ート し，代謝 物 を調

べ る と，5 α
一dihydrotestosteroneと 5 α

一androstane ・

diol とが ， い ずれ の 齢に おい て も多い の で，特 に こ

れ らの 消長 に 注 目 した 。
13．5日齢 の 胎児の 性的 に 未

分化な生殖輸管系 で ， すで に dlhyClrotesto＄terone

へ の 代謝が み られ ，雄で は 22日齢 の 分娩時まで 急速

な 増加 が 示 さ れ る 。
こ の 間 ， 輸管系に は ，Mtiller管

の 出現 と退化，16．5日頃か らの 貯精嚢原基 の 出現 ，

18，5日頃 の 前立腺芽の 出現が み られ る。出生後，前

立 腺腹葉 の dibydrotestosterone へ の 代謝活性は ，

70日齢 まで 更 に 増加を続け るが ， そ の 後 は 低下 し t

代 っ て androstanediol 量が 除 々 に増加 して ， 250日
齢 に は逆転す る 。

Dihydrotestosterone と andro ・

stanediol と の 比 を と る と ， ピ ーク は胎児期の 20，5

日齢 ど生後70日齢とに み られ る 。
Dihydretestoste・

rone は培養細胞で ， 前立腺上 皮 細 胞 の 増殖と成長

と を 促進す る の に 封して
，

andrestanediol は ，細胞

の 成長と分泌活動 とを促す こ と か ら，
Testosterone

の 前立腺に お け る ， こ れ らの 代謝物の 消長 と， 年齢

に ともな う前立腺細胞の 機能との 間 に，密接 な 関係

が 存在 す る よ うに 思 われ る。

ソ ードテ イル に お けるプチ リジ ン 特 に ドロ ソ ブ テ リ」

ン の 生合成に つ い て

　　　　　 渡部省 二
・
秋野美樹

（東京都 立 大 学理 学部生物学教室）

　 熱帯魚 の 一・．．ptで あ る レ
ッ ド ・ソ ードテ イル の 皮膚

に は ，ド ロ ソ プ テ リ ン （DP’
s ； 4 つ の 類似 の 色 素 の

混台物），セ ピ ア ブ テ リ ン （SP），
ビ オ プ テ リ ン （BP ），

イ ソ キ サ ン ト プ テ リ ン （IXP ） な どの ブ テ リ ジ ン 化

合 物 が 存在す る e

　 ブ テ リジ ン の 生合成 に 関 して は ， 昆 虫，お よ び 食

用ガ エ ル の オ タ マ ジ ャ ク シ で ，グ ア ノ シ ン あ る い は

GTP か ら放射能 の とりこ み が み ら れ る こ とが 報告

され て い て ， GTP か らプ テ リジ ン へ の 最 初 の 反

応 は， GTP か ら葉酸 の 生合成 の 最初 の 酵素 で ある

GTP −cyclohydrolase に よ っ て 行 な われ る と考え ら

れ て い る 。

　 DP ’
s に 関 して も，　 GTP か ら合成 され て い る と考

え られ る が， GTP から放射能と りこ み が あ る と い

う報告は な い e 著者らは ， ソ ードテ ィル に GTP −U −
“ c（1μCi ；486　thCilmmete ） を 注射 し ， 生合成実

験を お こ な っ た。注 射 して一定 時間後 ，内臓を除き ，

50％一エ タ ノ ール ーM ！1eO 酢酸で 抽出（85“−90°C，15
− 20分） し ，pH 　7　ECTEOLA −cellulose ，P−cellulose ，

セ フ
ァ

デ ッ ク ス G −25
，

ethano ！yzed　cellulose の カ ラ

ム で 分離精製 した。

　実験 の 結果 は，（1〕1）P’s （8、63　dpm ／nmole ），　 sp

（49．2），BP （1．24），IXP（3．　26）の い ずれ に も放射能 の

とりこ み が み られ た 。   と りこ み は 大きい 魚 ほ ど減

少 した。（3）時間を追 っ て し らべ る と ，
DP ’

s ，
　BP ，

　IXP
へ の とりこ み は 51時間まで 増加した が ，

SP へ の と

りこ み は ，
24時間を ピ ーク に して 減少 した 。 （4）DP

’
＄

と SP へ の と りこ み の た ち上 が りは ， ほ ぼ 同じ形を

示 した e （5］ec酸生合成の 最初 の 酵素 で あ る　GTP −．

cyclehydrelase で GTP −1 °C を 処理 し て か ら注射す

る と ，
24時聞 の ラ ベ ル で ， SP，

　BP へ の とりこ み は

対称 （未 処 理 ）に 対 して増加 し たが ，DP ’
s，1XP へ

の とりこ み は あ ま り変化 しな か っ た 。

　シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ の突然変異体で あ る セ ビ ァ に

は，野性型 に あ る DS ’

s の か わ りに SP が 畜積して

い るが ， 上の 実験結果 は SP が DP ’
s の 前駆物質で
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